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生涯学習の 教育･文化･スポーツの
ホットな情報をお届けします。

１１月２１日（土）に占冠中学校体育館にて「村

民フットサル大会」が行われました。

小学生４チーム、大人６チームが参加し、優

勝や得点王を目指して手に汗握る戦いを繰り広

げました。

この大会は、公民館の自主創造プログラムに

より実施し、住民の方が企画・運営を行いまし

た。このようなスポーツ大会をやってみたいと

いう方がいらっしゃいましたら、公民館まで気

軽にお問合せください。

村民フットサル大会

親子スキー教室のお知らせ

今年も親子スキー教室を開催します。小学生であれば誰でも参加できますので、お友達

と一緒にレベルアップを目指しましょう。

と き 平成２８年１月１２日（火）・１３日（水）

１３時３０分～１５時３０分

ところ 国設占冠中央スキー場

対象者 村内の小学生とその保護者

申込み 事前に占冠村公民館までご連絡ください。（当日参加も可）

指導者 占冠スキー連盟・占冠村スポーツ推進委員

占冠村公民館 電話 ５６－２１８３

北海道第６地区教科書採択教育委員会協議会では、「義務教育諸学校の教科用図書の無償措置

に関する法律」の規定に基づき、平成２８年度から中学校にて使用する教科書を採択しましたので

お知らせします。

教科書採択の結果につきましては、占冠村中央図書室（コミュニティプラザ）及びトマム図書

室（トマム支所）にて公表していますのでご覧ください。

■お問い合わせ

北海道第６地区教科書採択教育委員会協議会事務局

電話：３９－２３２０

占冠村教育委員会学校教育担当

電話：５６－２１８２

平成28年度から中学校で使用される教科書の採択ついて
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【野生動物対策の状況について】
村内の野生動物に関する情報をお知らせいたします。

■お問い合わせ

林業振興室 地域おこし協力隊

電話56-2174

エゾシカ

１１月の駆除捕獲数は、前月より増えて３２頭、過去

２年平均の約２倍となりました。性比は雄に偏り、

７８％でした。

１２月から翌２月は、雪山を歩かないかぎり、シカ

の捕獲が難しくなります。よって狩猟は控えめに

し、組織的な駆除で対応したいと考えています。国

有林は林道除雪と餌付けを組み合わせた捕獲事業を

計画しており、村も協力します。また、餌とおとり

で誘引する手法の開発も進めていきます。

◆占冠村猟区について◆

入猟案内は、１２月１０日まで

に５回、延べ１４人の利用があ

り、合計９頭を捕獲しました。

事故、違反等の発生はありま

せん。積雪により人の動きが

制限され、捕獲機会は乏しく

なりつつあります。

ヒグマ

冬はヒグマ対応も一段落です。今年度は目撃情報

の件数が多く、昨年の３倍以上でした（左上図）。道

路付近での出没が盛んでしたが、広報等で住民の皆

様に情報提供をお願いして

きたことや、警察との情報

共有が進んだことも、件数

増加の要因と考えていま

す。

事象としては、昼間、道

路付近での活動を繰り返し

た個体がおり、個体数とし

ては５頭前後（親同伴の仔

グマを除く）が絡んでいた

と推察されます。また被害

圃場に出入りする個体が最

低６頭（同）おり、道路の

横断も頻繁で、多くの痕跡を残すものの、ほとんど

目撃はされていません。逆に目撃につながる行動と

して、蟻採食が６件、３頭以上ありました。目撃が

多い時期は７～８月であり、農業被害が多い８～９

月とは、ずれがありました（左下図）。

目撃情報や痕跡調査によって判明したヒグマの行

動のうち、農業被害をもたらす場合は、当該個体を

排除するため巡回やわなによる対応をとり、結果的

に４頭が捕獲されました。また道路や民家の近くで

同一と見られる個体が継続的に見られた４事例につ

いても、排除を含めて対応することにしましたが、

捕獲には至りませんでした。

今年度、人畜への被害は無く、持ち物を奪われた

り、追いかけられたりといった、重大な事例も寄せ

られてはいません。「クマによる事故の防止に最も効

果的なのは人の行動管理である」と言います。ヒグ

マ無事故は住民の皆様、来村の皆様のご配慮の賜物

です。来春以降も、事故防止と情報収集にご協力を

お願いいたします。

ご夫婦で狩猟（１２月）


